
比嘉奈津美 氏 ─ 略歴
◆ 生年月日
昭和33年10月3日
◆ 学歴　　　　
福岡歯科大学卒業
◆ 主な職歴
久米島の診療が歯科医師スタート
なつみ歯科医院開院（開業25年）
◆ 政治歴
平成24年　衆議院議員初当選
平成26年　衆議院議員2期目当選
平成28年　環境大臣政務官
◆ 主な所属団体
日本歯科医師連盟顧問　
沖縄県歯科医師会　副会長（女性初）
沖縄県歯科医師連盟　理事長（女性初）
日本歯科医師会男女共同参画委員
沖縄県歯科衛生士学校　副校長
◆ ボランティア
平成18年～
カンボジアで歯科医療ボランティア活動
◆ 特技
名誉ソムリエ
フランスチーズの騎士

1 （平成 14年 1月 5日創刊） （平成 14年 10月 15日第三種郵便物認可）
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〜申請期限にご注意ください！〜
「平成 30 年度第 2次補正予算
事業承継補助金の公募」のお知らせ
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　中小企業庁の事業承継に係る補助金事業が行われます。
　事業承継、事業再編・事業統合を契機として経営革新等
や事業転換を行う中小企業者に対して、その新たな取組に
要する経費の一部を補助します。
　交付申請期限は、令和元年 5月 31 日（金）午後 7時まで。
　詳細は「中小企業庁　事業承継補助金ポータルサイト」
（https://www.chusho.meti.go.jp/zaimu/shoukei/2019/190
412shoukei.htm）にてご確認を。
※申請にあたっては、認定経営革新等支援機関にご相談ください。
認定経営革新等支援機関（中小企業庁HP内） ： https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kakushin/nintei/

中小企業庁　事業承継
補助金ポータルサイト

増大していく日本の医療費に歯科ができること…とは !?

※医院の受付など目立つところに貼って患者様にも是非ご周知ください。※付録ポスターイメージ

日本歯科医師連盟
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第 143号（平成 14年 10月 15日第三種郵便物認可） 令和元年（2019 年）5 月 15 日　2日歯連盟広報

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 189,051,000  188,611,000 440,000 100.2％

 第一項 役 員 報 酬 ・ 
賞与・傷害保険料 66,968,000  66,768,000 200,000 100.3％ 役員報酬（24名分）、役員賞与（24名

分）、役員傷害保険料（24名分）

 第二項 評 議 員 委 員 等
傷 害 保 険 料 1,284,000 1,284,000 0 100.0％ 評議員・委員等傷害保険料

（延べ1,000名分）

 第三項 職 員 人 件 費 79,846,000 79,845,000 1,000 100.0％ 

基本給（8名分）、賞与（8名分）、退職積
立金（8名分）、健康診断料（8名分）、諸
手当（家族手当、役職・定額残業手当、
時間外手当、通勤手当、住宅手当、福祉
年金手当）、保険料（社会保険料、労働
保険料、介護保険料、互助会費）

 第四項 光 熱 水 費 ・ 
備 品 消 耗 品 費 12,877,000 13,084,000  ▲ 207,000 98.4％ 

事務室電気代、備品購入費、事務用消
耗品費、コピー代、印刷費（制度・予算・
税制改正要望書、役員名簿、規約・規
則集、名刺）、書籍購入費、車両関係費

（公用車リース料、任意保険料、ETC、
ガソリン代）、新聞代（９紙）、NHK受信料

 第五項 事 務 所 費 28,076,000  27,630,000 446,000 101.6％

賃借料（事務室、打合室）、共益費（事
務室、打合室）、リース料（複合機、シュ
レッダー、郵便料金機器、会計ソフト）、イ
ンターネット銀行振込サービス料、通信費

（電話代、FAX・電報・インターネット代）、
郵便料（後納郵便料、郵券・ハガキ）、資
料発送代（宅配便）、会員・会費管理シ
ステム費用（運用保守料、システム調整
費用）、ネットワーク基盤費用（運用保守
料）、嘱託弁護士報酬、会計監査報酬、
訴訟関連費用

第二款 政 治 活 動 費 645,530,000 640,425,000 5,105,000 100.8％
 第一項 評 議 員 会 費 17,959,000 17,957,000 2,000 100.0％ 評議員会（3回開催）
 第二項 会 長 会 議 費 9,086,000 9,084,000  2,000 100.0％ 会長会議（2回開催）

 第三項 常 任 理 事 会 ・
理 事 会 費 18,324,000 18,324,000 0 100.0％ 常任理事会（6回開催）

理事会（12回開催）

 第四項 諸 会 議 費 9,689,000 10,911,000  ▲ 1,222,000 88.8％ 規約・規則検討委員会（2回開催）、
臨時委員会（15回開催）

 第五項 連 絡 協 議 会 費 2,529,000 2,529,000  0 100.0％ 日本歯科医師会・日本歯科医師連盟役
員連絡協議会（12回開催）　　　　

 第六項 時局対策本部会費 2,000  2,000 0 100.0％ 時局対策本部会（名目計上）

 第七項 選 挙 対 策 推 進
本 部 会 費 2,000 2,000 0 100.0％ 選挙対策推進本部会（名目計上）

 第八項 監 事 会 費 463,000 463,000  0 100.0％ 監事会（2回開催）

 第九項 会 務 運 営 関 係 費 9,071,000  8,659,000 412,000 104.8％ 

褒賞審議会（1回開催）、褒賞授賞式
関係費、役員報酬算定委員会（2回開
催）、参議院比例代表選挙候補者選考
委員会（名目計上）、選挙管理委員会（2
回開催）、会議室使用料 

 第十項 医 政 対 策 費 192,776,000 188,576,000 4,200,000 102.2％ 

歯科医療問題対策費（デンタルミーティン
グ等地方政治活動助成費、組織対策
特別助成費、関連団体打合せ会費、関
連団体助成金）、国会関係対策費（歯
科医師等国会議員助成金、国会議員
関係打合せ会費）、衆参議員の医政対
策研究会費・励ます会費、大臣・副大臣・
党役員等花代、歯科医師議員連盟会
議費、参与会議費、医政対策需用費、
資料代

 第十一項 地 方 政 治 活 動 費 198,034,000 197,199,000  835,000 100.4％ 地方政治活動費（当年度分、過年度分）

 第十二項 交 際 費 10,500,000 9,500,000 1,000,000 110.5％ 
各都道府県・各地区行事祝金酒肴料、
慶弔見舞金・花代・左記以外の祝金酒
肴料、各種広告費、中元・歳暮代、各所
挨拶手土産代

 第十三項 旅 費 29,173,000  27,673,000 1,500,000 105.4％ 
役員執務旅費、役員出張旅費、タクシー・
ハイヤー使用料、職員出張旅費、職員外
出交通費

 第十四項 広 報 費 45,872,000 47,496,000 ▲ 1,624,000 96.6％ 

広報委員会（12回開催）、日歯連盟広報費
（8頁・52,000部・6回発行）、ホームページ
費用、取材旅費、広報取材原稿料、広報
取扱手数料、広報企画費、記者懇談会費
用（3回開催）

 第十五項 調 査 研 究 費 1,050,000 1,050,000  0 100.0％ 調査研究費
 第十六項 寄 附 金 100,000,000    100,000,000 0 100.0％ 政党関連対応
 第十七項 雑 費 1,000,000 1,000,000 0 100.0％
第三款 繰 出 金 158,174,000 159,634,000 ▲ 1,460,000 99.1％ 

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 参院選挙（比例区）対応積立金

（名目計上）

 第二項 選 挙 関 係 管 理
会 計 繰 出 金 90,350,000 108,100,000 ▲ 17,750,000 83.6％ 

参院選挙（選挙区）対応積立金、衆院
選挙対応積立金、地方自治体選挙対
応積立金、補欠選挙対応積立金、その
他積立金

 第三項 役員退職金積立金
会 計 繰 出 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 役員退職慰労金積立金

（単年度積立２４名分）

 第四項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 47,013,000 30,723,000 16,290,000 153.0％ 

第四款 予 備 費 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 
 第一項 予 備 費 100,000,000 100,000,000 0 100.0％

支　　出　　合　　計 1,092,755,000 1,088,670,000  4,085,000 100.4％

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 会 費 990,171,000   985,996,000   4,175,000 100.4％ 

 第一項 当 年 度 会 費 986,171,000 981,996,000  4,175,000 100.4％
理事会に承認された平成30年12月31日
時点の会員数より算出（日歯連盟広報購
読料含む）

 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000  4,000,000 0 100.0％
第二款 寄 附 金 1,000 1,000 0 100.0％
 第一項 寄 附 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上
第三款 雑 収 入 2,582,000 2,672,000 ▲ 90,000 96.6％ 
 第一項 広 告 収 入 2,571,000  2,571,000 0 100.0％ 日歯連盟広報に係る広告収入（6回）
 第二項 預 金 利 息 10,000   100,000 ▲ 90,000 10.0％ 預金利息
 第三項 雑 入 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上
第四款 繰 入 金 収 入 1,000 1,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 入 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

当 年 度 収 入 合 計 992,755,000  988,670,000 4,085,000 100.4％ 
第五款 前年度繰越収支差額 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 平成30年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 1,092,755,000  1,088,670,000 4,085,000 100.4％ 

収入の部

支出の部

第3号議案
（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

平 成 31 年 度 一 般 会 計 収 支 予 算
▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

第4号議案
（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

平成31年度政治活動運営会計収支予算

第5号議案
（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

平成31年度選挙関係管理会計収支予算

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 繰 入 金 1,000 1,000 0 100.0％ 
 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 繰 入 金 90,350,000 108,100,000 ▲ 17,750,000 83.6％ 

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 90,350,000 108,100,000 ▲ 17,750,000 83.6％
参院選挙（選挙区）対応積立金、衆院選
挙対応積立金、地方自治体選挙対応積
立金、補欠選挙対応積立金、その他積立
金

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 90,360,000  108,110,000  ▲ 17,750,000 83.6％ 
第三款 前年度繰越収支差額 174,000,000 89,500,000  84,500,000 194.4％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 174,000,000  89,500,000 84,500,000 194.4％ 平成30年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 264,360,000 197,610,000   66,750,000 133.8％ 

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 経 常 経 費 1,000  1,000 0 100.0％ 名目計上
第二款 政 治 活 動 費 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上
第三款 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

第四款 予 備 費 99,000 99,000 0 100.0％ 
 第一項 予 備 費 99,000 99,000 0 100.0％ 

支　　出　　合　　計 102,000 102,000 0 100.0％ 

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 経 常 経 費 1,000  1,000 0 100.0％ 名目計上
第二款 政 治 活 動 費 59,100,000 26,100,000  33,000,000 226.4％

 第一項 選 挙 関 係 費 59,100,000 26,100,000  33,000,000 226.4％
寄附・陣中見舞（第25回参院選選挙選挙
区対応、衆・参・地方自治体補欠選挙対
応、地方自治体選挙対応）、推薦状・ビラ
筆耕代

第三款 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 名目計上

第四款 予 備 費 205,258,000 171,509,000 33,749,000 119.7％ 
 第一項 予 備 費 205,258,000 171,509,000 33,749,000 119.7％ 

支　　出　　合　　計 264,360,000 197,610,000 66,750,000 133.8％ 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

（前年度比は小数点第二位を四捨五入により算出）

第6号議案
（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

平成31年度役員退職金積立金会計収支予算

第7号議案
（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

平成31年度運営基金積立金会計収支予算

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 繰 入 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 20,810,000 20,810,000 0 100.0％ 役員退職慰労金積立金 
（単年度積立24名分）

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 20,820,000 20,820,000 0 100.0％ 
第三款 前年度繰越収支差額 64,750,000 44,995,000 19,755,000 143.9％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 64,750,000 44,995,000 19,755,000 143.9％ 平成30年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 85,570,000  65,815,000  19,755,000 130.0％ 

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要

第一款 繰 入 金 47,013,000  30,723,000 16,290,000 153.0％ 
 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 47,013,000 30,723,000 16,290,000 153.0％
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 47,023,000 30,733,000 16,290,000 153.0％ 
第三款 前年度繰越収支差額 1,596,500,000 1,529,623,000 66,877,000 104.4％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 1,596,500,000 1,529,623,000 66,877,000 104.4％ 平成30年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 1,643,523,000  1,560,356,000  83,167,000 105.3％ 

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要
第一款 経 常 経 費 64,750,000 1,000 64,749,000 6475000.0％ 

 第一項 役 員 退 職 慰 労 金 64,750,000 1,000 64,749,000 6475000.0％ 第二期高橋執行部任期満了に伴う
退職慰労金

第二款 予 備 費 20,820,000  65,814,000 ▲ 44,994,000 31.6％ 
 第一項 予 備 費 20,820,000 65,814,000 ▲ 44,994,000 31.6％ 

支　　出　　合　　計 85,570,000 65,815,000 19,755,000 130.0％ 

科　　目 平成31年度予算 平成30年度予算 　差　　額　 前年度比 摘　　　要

第一款 繰 出 金 1,000 1,000 0 100.0％ 
 第一項 一 般 会 計 繰 出 金 1,000 1,000  0 100.0％ 名目計上
第二款 予 備 費 1,643,522,000  1,560,355,000 83,167,000 105.3％ 
 第一項 予 備 費 1,643,522,000  1,560,355,000 83,167,000 105.3％ 

支　　出　　合　　計 1,643,523,000  1,560,356,000 83,167,000 105.3％ 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は前年度予算からの減額を示す　（単位：円）

第二款 雑 収 入 1,000 1,000 0 100.0％
 第一項 預 金 利 息 1,000 1,000 0 100.0％
当 年 度 収 入 合 計 2,000 2,000 0 100.0％ 
第三款 前年度繰越収支差額 100,000 100,000 0 100.0％ 
 第一項 前年度繰越収支差額 100,000 100,000 0 100.0％ 平成30年度繰越収支差額見込み

収　　入　　合　　計 102,000 102,000 0 100.0％ 
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日本歯科医師連盟
第136回評議員会 可決・確定した議案

本連盟第136回評議員会で可決した平成31年度の会費の額及び5会計の収支予算等は次のとおり。なお、会計期間は平成31年4月1日から令和2年3月31日まで。

　

本
連
盟
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
、
歯
科
医
療
の

向
上
と
国
民
の
健
康
保
持
、
歯
科
医
業
経
営
の
継

続
的
な
安
定
と
発
展
を
図
る
た
め
、
政
権
与
党
を

支
持
し
な
が
ら
多
角
的
な
政
治
活
動
や
幅
広
く
歯

科
医
療
の
普
及
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

昨
年
よ
り
２
年
連
続
で
内
閣
府
の
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
所
謂
骨
太
の
方
針
に
歯
科
の
文
言
が
表

記
さ
れ
た
こ
と
は
、
歯
科
が
国
民
の
健
康
寿
命
の

延
伸
に
大
き
く
寄
与
し
国
の
重
要
な
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
た
証
左
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
は
日
本
の
冠
た
る
国
民
皆
保
険

制
度
の
堅
持
は
論
を
待
た
な
い
。
高
齢
社
会
を
迎

え
今
後
更
に
増
大
す
る
国
民
医
療
費
が
こ
の
国
民

皆
保
険
制
度
を
ゆ
る
が
し
か
ね
な
い
現
状
を
鑑
み

る
と
、
医
療
費
削
減
や
国
民
生
活
の
安
定
を
推
し

進
め
る
上
で
も
歯
科
の
果
た
す
役
割
は
更
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
本

連
盟
は
、
積
極
的
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
通
じ
て
、
確

固
た
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
携
え
た
上
で
歯
科
に
理
解

の
あ
る
議
員
と
の
議
論
や
歯
科
医
療
の
普
及
や
技

術
向
上
に
向
け
た
陳
情
を
多
方
面
で
重
ね
て
行
く

必
要
が
あ
る
。

　

対
内
的
に
は
、
引
き
続
き
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

委
員
会
に
お
い
て
厳
し
い
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

経
な
が
ら
、
会
計
協
議
会
と
共
に
連
盟
組
織
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
連
盟
組
織

の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
組
織
率
の
拡
大

に
向
け
た
会
員
対
策
委
員
会
の
答
申
案
の
具
現
化

を
強
化
、実
行
す
る
。
一
方
、連
盟
組
織
の
再
構
築
・

機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
基
本
問
題

検
討
委
員
会
や
総
務
情
報
委
員
会
も
そ
の
答
申
の

実
効
性
に
向
け
た
活
動
を
推
進
す
る
。
更
に
広
報

委
員
会
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
媒
体
を
通

じ
、
組
織
の
活
動
を
広
く
議
員
や
会
員
に
啓
発
し

て
お
り
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
予
定

で
あ
る
。
都
道
府
県
歯
連
盟
に
対
し
て
は
、
従
来

一
律
で
あ
る
政
治
活
動
支
援

金
に
加
え
、
組
織
率
の
拡
大

や
普
及
活
動
に
尽
力
し
た
都
道
府
県
歯
連
盟
を
支

援
す
る
た
め
新
た
に
特
別
組
織
強
化
助
成
費
を
設

け
る
。
ま
た
公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
医
師
会
と

の
定
期
的
協
議
を
今
年
度
も
継
続
し
、
様
々
な
政

府
の
政
策
課
題
や
諸
問
題
に
つ
い
て
情
報
共
有
の

機
会
を
拡
大
し
な
が
ら
、
更
な
る
連
携
強
化
を
図

る
予
定
で
あ
る
。
尚
、
来
た
る
参
院
選
は
、
当
連

盟
と
し
て
は
職
域
代
表
候
補
を
擁
立
し
て
の
従
来

型
の
選
挙
活
動
は
行
わ
ず
、
公
認
候
補
の
支
援
と

い
う
形
式
を
取
る
。

　

対
外
的
に
は
様
々
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
通
じ
て
、

国
民
の
健
康
維
持
と
国
民
皆
保
険
の
堅
持
に
向
け
、

政
権
与
党
を
支
持
し
な
が
ら
歯
科
に
理
解
を
示
す

議
員
等
に
対
す
る
働
き
掛
け
を
更
に
強
化
す
る
と

共
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
歯
科
的
情
報
の
提

供
や
勉
強
会
へ
の
参
加
も
積
極
的
に
進
め
て
行
く
。

　

以
上
の
基
本
方
針
の
実
現
に
向
け
て
以
下
の
諸

事
業
を
展
開
す
る
。

１．各種国政選挙への対応
　　衆参議員選挙に向け、本連盟及び都道府県歯科医師連盟の推薦候補の支援体制
　　を強化するが、今年度の参議院選挙に関しては、組織として従来型の職域代表を
　　擁立する選挙は行わず、公認候補の支援をする。

２．地方自治体議員、首長選挙対策・支援
　　都道府県歯科医師連盟から推薦依頼のあった候補者を支援する。

３．デンタルミーティング開催への支援
　　都道府県歯科医師連盟による『デンタルミーティング』開催を支援し、推薦議員
　　の歯科医療への理解を一層高める。さらに内容等を当該歯科医師連盟より、フィ
　　ードバックを受け本連盟活動に反映する。

４．国会議員等のパーティーや各種勉強会への積極的な参加
　　歯科への理解を深めてもらい、啓発・普及活動を幅広く展開し、基本方針に掲げ
　　た目的を実現させるため、国会議員のパーティーや勉強会に積極的に参加する。
　　また、国会議員との懇談会、勉強会等の積極的活用と充実を図る。

５．組織代表等の国会議員との情報交換及び支援体制の確立
　　本連盟の基本方針に則り、参議院組織代表等の関係国会議員（衆議院を含む）と
　　の緊密な連携を図り、円滑な国会活動を支援する。

６．歯科医師議員連盟の組織の充実と連携の強化
　　会員である国会議員、地方自治体議員及び首長をもって組織する同連盟の充実を
　　図るとともに、本連盟との連携を強化する。

７．関係団体・機関との相互理解と協力の強化
　　基本方針に掲げた目的を実現するため、党をはじめ関係諸団体・機関と緊密な連
　　携・協力体制を構築し、様々な活動を展開する。

８．全国歯科大学歯学部同窓・校友会との連携強化
　　本連盟の基本方針に則り、全国歯科大学歯学部同窓・校友会と緊密な連携を図る。

９．情報開示の推進、外部広報活動の推進
　　『日歯連盟広報』、『ホームページ』等媒体を拡充して本連盟の活動状況等を会員
　　並びに国民に広報する。特に外部広報に於いても一般マスコミ等への情報提供・
　　会合の常時活動をさらに推進する。

１．日歯連盟改革の推進
　　「基本問題検討委員会」の答申を基に、組織改革に向けての指針を検討し、その
　　具体的な活動を推進する。

２．会員増強活動の推進
　　「会員対策委員会」の答申に基づいて、都道府県歯科医師連盟の協力を得て本連
　　盟の基盤となる新入会員の入会促進を図るとともに、未入会対策を強力に推進し
　　組織率の向上を図る。

３．日本歯科医師会との連携・協力
　　公益社団法人日本歯科医師会との連絡協議会等を通じて共通認識を高め、将来の
　　歯科界に係る政策課題の解決をめざす。

４．都道府県歯科医師連盟との連携強化
　　都道府県歯科医師連盟地区事情等の相互理解の上で連携を強化する。

５．規約、諸規則等の改正の検討
　　「組織刷新委員会」ならびに「組織のあり方検討委員会の意見書」を参考にして、
　　組織システムの変更等、規約・規則等の改正の検討を行う。

６．諸会議の充実
　　必要に応じて常任理事会やその他会議での具体的審議や各種委員会における検
　　討を適宜行う。

７．役員勉強会の開催
　　新たなる課題や、政治資金規正法・公職選挙法等の法律、そして国の行政と立法
　　のシステム等について役員間で知識・認識を共有するための勉強会を開催する。

８．情報開示の推進、内部広報活動の推進
　　会計の透明化、会計決定システムの開示をより一層推進し、理事会決定に至る明
　　朗な過程を維持する。また、内部広報を通じて会計のみならず会員への充分な情
　　報提供を行う。

９．事務局機能の再構築　
　　事務局の再構築を進め、その機能強化と効率化を図るとともに、就業規則等の整
　　備も行っていく。

【対外事業】

【対内事業】

平

成

31 

年

度

　
事

業

計

画

第
１
号
議
案

正会員 23,000円（年額）
日本歯科医師連盟会計規則第14条の二に該当
する会員 11,500円（年額） 

注記：本年 6 月 30 日までに納入するものとする。

（自　平成31年4月1日／至　令和2年3月31日）

第2号議案

平成31年度会費の額並びに徴収時期
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一世出版

編著　松久保　隆・齋藤　淳・松久保美和
著　　國母敬子・田口ななこ・藤森瑠依・山田美穂・
　　　田島菜穂子・鈴木恵子・竹之内茜

歯科医師・歯科衛生士のための
超音波デブライドメント

第２版

●本書の主な内容●

Chapter 1  ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 　

Chapter 2  ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶　
　1基礎知識
　2基本操作方法
　3操作前に確認すること
　4器具の管理　～超音波スケーラー使用後の洗浄から滅菌まで～
Chapter 3  ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 　
　1歯周治療における検査から計画立案まで
　2超音波デブライドメントの実際
　3メインテナンス・SPTにおける超音波デブライドメント
　4インプラントにおける超音波デブライドメント
　5 う蝕予防・初期う蝕治療管理のためのカリエスリスク評価と
　　　超音波デブライドメント
　6高齢者・有病者への対応
　7超音波を利用した電動歯ブラシ
　8症例

超音波デブライドメントを初めて学ぶ人から、
いま臨床で実践している歯科医師・歯科衛生士まで。 新たな内容を加え、第２版改訂！
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著  國母   敬子 
 田口ななこ 
 藤森   瑠依  
 山田   美穂 
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Debridement

歯 科 医 師・歯 科 衛 生 士 の た め の 超 音 波 デ ブ ラ イドメント

見て 
観て
学ぶ !

スマホで
チェック!!

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
た
め
の

超
音
波
デ
ブ
ラ
イ
ド
メ
ン
ト

一
世
出
版

松
久
保 

隆
・
齋
藤 

淳
・
松
久
保
美
和

　
編
著

第2版
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2
版
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平
成
31
年
３
月
８
日
（
金
）、
午
後
２

時
よ
り
歯
科
医
師
会
館
に
お
い
て
都
道

府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。
立
花
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

に
続
き
、
座
長
に
は
川
野
副
会
長
が
選

出
さ
れ
た
。

　

高
橋
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、「
こ
れ

ま
で
連
盟
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

遵
守
を
徹
底
し
た
体
制
に
す
べ
く
、
組

織
の
刷
新
を
図
っ
て
き
た
。
日
歯
と
連

携
し
た
結
果
、
骨
太
の
方
針
に
歯
科
が

２
年
連
続
で
明
記
さ
れ
る
な
ど
、
低
迷

し
て
い
た
歯
科
界
に
少
し
ず
つ
良
い
風

が
吹
き
始
め
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き

て
い
る
。
今
夏
の
第
25
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
公
認

辞
退
を
受
け
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
か

ら
「
歯
科
医
師
を
出
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
い
く
つ
か
の
地
区
か
ら
推
薦

が
出
さ
れ
て
い
る
本
連
盟
顧
問
の
比
嘉

奈
津
美
元
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
、
今

後
再
び
与
党
か
ら
の
公
認
が
得
ら
れ
れ

ば
、
歯
科
界
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
本

年
３
月
５
日
に
東
京
高
裁
で
連
盟
に
つ

い
て
控
訴
棄
却
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

た
の
に
対
し
、
本
連
盟
と
し
て
は
最
高

裁
へ
の
上
告
を
断
念
す
る
こ
と
と
し
た
」

旨
の
報
告
を
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
堀
日
歯
会
長
、

白
須
賀
貴
樹
衆
議
院
議
員
、
島
村
大
参

議
院
議
員
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

国
会
報
告
で
は
山
田
宏
参
議
院
議
員

よ
り
、
骨
太
の
方
針
２
０
１
７
及
び

２
０
１
８
に
歯
科
の
文
言
が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
、
加
え
て
、
未
来
投
資
会
議
の

経
済
政
策
や
循
環
器
病
に
関
す
る
基
本

法
に
も
歯
科
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

【
報　

告
】

　

久
保
田
理
事
長
よ
り
本
連
盟
に
対
す

る
判
決
と
そ
の
対
応
、
第
19
回
統
一
地

方
選
挙
へ
の
対
応
、
第
25
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
へ
の
対
応
、
個
人
事
業
者

の
事
業
承
継
制
度
の
創
設
、
各
委
員
会

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
山
下
副
理
事

長
よ
り
連
盟
会
員
数
に
つ
い
て
、
冨
山

副
理
事
長
よ
り
会
計
現
況
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
熊
田
弁
護
士
よ
り
政
治
資

金
規
正
法
違
反
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
、

本
年
３
月
５
日
に
東
京
高
裁
で
言
い
渡

さ
れ
た
判
決
の
内
容
等
に
係
る
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
参
考
と
し
て
、
香
川
県
・
豊

嶋
会
長
よ
り
、
香
川
県
歯
科
医
師
会
に

お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
機
器
整
備
事

業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

◇
報
告
に
対
す
る
質
問

　

岐
阜
県
・
阿
部
会
長
よ
り
、
控
訴
審

判
決
に
対
す
る
日
歯
連
盟
の
対
応
に
つ

い
て
要
望
が
出
さ
れ
た
。

【
協　

議
】

◇
時
局
対
策
（
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
）

　

要
旨
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ

れ
、
こ
れ
に
高
橋
会
長
が
答
え
つ
つ
、

協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

佐
賀
県
・
寺
尾
会
長
よ
り
、
次
期
参

院
選
に
は
や
は
り
歯
科
界
の
代
表
を
出

す
べ
き
で
あ
り
、
日
歯
連
盟
が
先
頭
に

立
っ
て
自
民
党
の
公
認
を
得
る
た
め
に

努
力
を
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
。

　

愛
知
県
・
内
堀
会
長
よ
り
、
自
民
党

か
ら
の
公
認
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
各
地

区
か
ら
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
の

な
ら
ば
可
能
な
範
囲
で
協
力
し
て
い
き

た
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

宮
城
県
・
細
谷
会
長
よ
り
、
自
民
党

か
ら
公
認
を
得
る
べ
く
、
今
度
の
評
議

員
会
で
推
薦
を
機
関
決
定
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

富
山
県
・
山
﨑
会
長
よ
り
、
機
関
決

定
し
て
職
域
代
表
の
候
補
者
を
出
す
と

い
う
方
向
性
が
必
要
で
あ
り
、
も
っ
と

議
論
を
し
て
意
見
を
集
約
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

群
馬
県
・
村
山
会
長
よ
り
、
今
般
の

判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
責
任

の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な
い
中
で
の
選

挙
で
あ
る
の
で
、
次
期
参
院
選
に
歯
科

界
の
候
補
者
を
出
し
て
そ
の
結
果
に
よ

っ
て
会
員
に
評
価
を
し
て
も
ら
う
と
い

う
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。

　

高
知
県
・
野
村
会
長
よ
り
、
日
歯
連

盟
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り

そ
れ
に
対
応
し
た
い
と
い
う
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

高
橋
会
長
は
、
厳
し
い
判
決
が
下
さ

れ
た
中
で
の
選
挙
で
あ
り
、
か
つ
時
間

が
な
い
中
で
の
選
挙
で
あ
る
の
で
、
非

常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
と
心
得
て

い
る
が
、
歯
科
の
未
来
の
た
め
、
会
員

の
た
め
、
そ
し
て
、
国
民
の
た
め
に
は
、

歯
科
界
の
代
表
を
選
出
す
る
こ
と
が
必

要
で
、
公
認
が
得
ら
れ
た
ら
必
死
に
な

っ
て
選
挙
を
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
時
は
是
非
と
も
各
地

区
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
述
べ
た
。

　

以
上
で
全
日
程
が
終
了
し
、
渡
辺
副

会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了

し
た
。

　

平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）
午
後
1

時
よ
り
歯
科
医
師
会
館
に
お
い
て
第

１
３
６
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

川
野
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、

飼
馬
議
長
・
藤
田
副
議
長
采
配
の
も
と

進
行
、
議
事
録
署
名
人
が
指
名
さ
れ
た
。

物
故
会
員（
４
５
２
名
）へ
の
黙
祷
の
後
、

高
橋
会
長
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
堀
日
歯
会
長
よ
り
来
賓
挨

拶
、
山
田
宏
参
議
院
議
員
よ
り
国
会
報

告
が
行
わ
れ
た
。

【
報　

告
】

　

久
保
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務
報
告
、

山
下
副
理
事
長
よ
り
会
員
数
報
告
、
冨

山
副
理
事
長
よ
り
会
計
現
況
報
告
が
な

さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
評
議
員
会
を
一
時
中
断
し
、

平
成
30
年
度
日
歯
連
盟
褒
賞
授
賞
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
本
年
度
は
７
都
府
県

よ
り
以
下
７
名
の
会
員
が
受
賞
し
た
。

富
田
篤
氏
（
神
奈
川
県
）・
五
十
嵐
治
氏

（
新
潟
県
）・
加
藤
隆
正
氏
（
大
阪
府
）・

松
木
英
作
氏
（
東
京
都
）・
白
岩
俊
明
氏

（
埼
玉
県
）・
渡
邉
敏
弘
氏
（
千
葉
県
）・

守
口
憲
三
氏
（
岩
手
県
）
―
受
賞
者
の

顔
ぶ
れ
等
詳
細
は
本
紙
前
号
に
掲
載
―

【
議　

事
】

第
１
号
議
案
：
平
成
31
年
度
事
業
計
画

第
２
号
議
案
：
平
成
31
年
度
会
費
の
額

　
　
　
　
　
　

並
び
に
徴
収
時
期

第
３
号
議
案
：
平
成
31
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　

収
支
予
算

第
４
号
議
案
：
平
成
31
年
度
政
治
活
動

　
　
　
　
　
　

運
営
会
計
収
支
予
算

第
５
号
議
案
：
平
成
31
年
度
選
挙
関
係

　
　
　
　
　
　

管
理
会
計
収
支
予
算

第
６
号
議
案
：
平
成
31
年
度
役
員
退
職

　
　
　
　
　
　

金
積
立
金
会
計
収
支
予
算

第
７
号
議
案
：
平
成
31
年
度
運
営
基
金

　
　
　
　
　
　

積
立
金
会
計
収
支
予
算

第
８
号
議
案
：
次
期
役
員
の
選
出
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

が
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、
全
議
案
と

も
可
決
・
確
定
さ
れ
た
。

　

第
８
号
議
案
で
は
本
年
７
月
か
ら
の

次
期
会
長
と
し
て
高
橋
英
登
氏
（
東
京

都
）、
次
期
監
事
と
し
て
樋
口
壽
一
郎
氏

（
鳥
取
県
）・
川
野
敏
樹
氏
（
大
阪
府
）・

渡
辺
正
臣
氏
（
愛
知
県
）
が
決
定
し
た
。

―
詳
細
は
本
紙
前
号
に
掲
載
―

【
協　

議
】

⑴
時
局
対
策
で
は
、
第
25
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
関
連
す
る
事
前
質
問
の

受
け
答
え
が
行
わ
れ
た
後
、
執
行
部
よ

り
追
加
議
案
が
上
程
さ
れ
、
本
連
盟
会

員
の
比
嘉
奈
津
美
氏
（
前
衆
議
院
議
員
）

を
支
援
す
る
旨
が
可
決
さ
れ
た
。

　

な
お
本
項
に
係
る
以
下
３
名
の
評
議

員
か
ら
の
事
前
質
問
を
受
け
付
け
、
執

行
部
が
一
括
答
弁
し
た
。

・
事
前
質
問
番
号
②
「
第
25
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
つ
い
て
」

 
赤
木
真
一
評
議
員
（
広
島
県
）

・
事
前
質
問
番
号
③
「
参
議
院
議
員
候
補

の
選
出
に
つ
い
て
」

 

鶴
岡
裕
亮
評
議
員
（
神
奈
川
県
）

・
事
前
質
問
番
号
④
「
今
夏
の
参
院
比
例

代
表
選
挙
に
関
連
し
て
日
歯
連
盟
の
取

り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
」

 

橋
本
正
一
評
議
員
（
茨
城
県
）

⑵
そ
の
他
で
は
、
前
述
の
評
議
員
以
外

の
評
議
員
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
事
前
質
問

に
対
す
る
答
弁
等
が
行
わ
れ
た
。

・
事
前
質
問
番
号
①
「
評
議
員
の
選
出
方

法
に
つ
い
て
」

 

飯
田
就
一
評
議
員
（
長
野
県
）

・
事
前
質
問
番
号
⑤
「
迂
回
献
金
事
件
に

お
け
る
団
体
（
両
罰
規
定
）
と
し
て
の

日
本
歯
科
医
師
連
盟
上
告
断
念
に
つ
い

て
」 

豊
嶋
健
治
評
議
員
（
香
川
県
）

※
当
日
は
三
好
篤
信
予
備
評
議
員
が
代

理
で
出
席
。

　

以
上
で
全
日
程
が
終
了
し
、
立
花
副

会
長
の
閉
会
の
辞
で
評
議
員
会
を
終
了

し
た
。

都道府県歯科医師連盟会長会議
3月8日（金）

第136回評議員会
3月29日（金）


